
2016 年度海外研修概要 

行程 

 

 日程   ２０１６年８月２９日（月）～９月８日（木） 

 訪問先  ドイツ（ベルリン、ライプツィヒ、ギーセン、 

           ヴィースバーデン）、 

      スウェーデン（ストックホルム） 

※訪問先は毎年見直しを実施していますので、各年で

訪問先が異なります。 

以下、各都市の報告は研修参加学生によるものです。 

ベルリン 

 主な視察先：ソーシャルファーム DIM 手工業製作所、保育園 

 ベルリンではソーシャルファーム DIM 手工業製作所と

保育園に訪れました。製作所では障害を持っている人

が自立した生活を送ることを目標として働く環境が整え

られていました。保育園では日本とは違う生活環境で

あるドイツに合わせた教育が行われていました。環境

は違いますが、日本と同じ課題があることが分かりまし

た。 
 

 

ライプツィヒ 

 

 ライプツィヒでは、空き家開発プロジェクトを行ってい

る日本人の団体を訪問しました。自分たちが「外国人」

であることを前向きに捉えて、その視点から人と人との

交流に焦点を当てた活動をしていました。日本から遠く

離れた地で、その地域のために活動している日本人が

いることを知り、感銘を受けました。

 



ギーセン 

 ギーセンでは日本の企業であるキヤノンを訪れまし

た。キヤノンギーセンについてお話を伺い、工場見学を

させて頂きました。再生事業をビジネスとして存在さ

せ、環境に良い取り組みをされていることが分かりまし

た。日本の企業がドイツの土地柄や考え方や環境に適

したビジネスを行っており、さらに拡大していくことで世

界に対応した企業となっていることを学びました。 

 

ヴィースバーデン、ランゲン 

 主な訪問先：市役所（高齢者相談窓口）、高齢者施設、ネロベルクバーン 

 

 ヴィースバーデン近くのランゲンでは市役所と高齢者

施設を訪問しました。問題や課題は日本と類似してい

る点もありましたが、制度や取り組みは大きく違ってい

て、多くのことを学ぶことができました。ヴィースバーデ

ンでは、ネロベルクバーンに乗ったり観光を楽しみまし

た。 

 

ストックホルム 

 主な訪問先：ハンマルビーショースタッド、ブロンマ庁舎、青年協議会、教育 NPO、小児精神科 

 

 ストックホルムでは、福祉コミュニティ学科、臨床心理

学科に分かれての視察もあり、今学んでいる分野をよ

り深めることもできました。また、先進的な福祉制度を

庁舎の方に直接聞いたり、青年協議会では若者の政

治への問題意識の持ち方や熱意が感じられ、日本との

違いを強く感じさせられました。

 



学生交流 

 スウェーデンで今年も例年通り、ストックホルム大学

日本語学科の学生たちと交流をしました。折り紙、福笑

い、習字など日本と遊びを伝えたり、交流会ではストッ

クホルムの学生と協力してスウェーデンの伝統的な料

理を作ったり、椅子取りゲームなどで盛り上がり、賑や

かで楽しい時間を過ごすことが出来ました。交流会後も

各自で仲良くなったスウェーデンの学生たちと約束し、

ストックホルム市内を案内してもらい、貴重な体験をさ

せていただきました。 

 

 

 


